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姫建機材株式会社
ベトナムにおける建設機器レンタル事業・建設コンサル事業

＜投資、融資、業務提携＞

代表取締役：井上学
事 業 内 容：建設機材のレンタル
本　　　社：姫路市別所町北宿1024
Ｔ　Ｅ　Ｌ：079-253-0551
Ｕ　Ｒ　Ｌ：http://www.kk-cbs.co.jp/

　グループ会社のCBSベトナムは、2005年に
ホーチミンに設立した設計会社でCADを使った
機械設計のオフショア開発部隊だ。この事業を拡
大し、5年後にホーチミン市場で上場する目標を
持っている。
　手掛ける事業は3つある。1つ目は、ベトナム
の建設会社との合弁会社で、ローカル工事の設計
の受注。ベトナムでは日本と違い、設計と建設の
発注が別々になっているためチャンスが多い。2
つ目は、ベトナムのゼネコンに対するコンサル事
業だ。日本の杭打ち業者など専門工事会社による
コンサルティングができる。3つ目は、ベトナム
のゼネコンに対する建設機械・機材の販売、レン
タル事業だ。
　CBSベトナムの強みは3つある。１つ目は、7
年の実績と資産。CADを扱える若い建設技術者

を25人抱えている。2つ目は、昨年6月に中小
企業ベトナム進出プロジェクトを立ち上げ支援し
た実績だ。現在、基礎、港湾工事、建築設計、部
材の輸出入など22社の建設関連中小企業が参加
している。3つ目は、進出以前から10年間で築
いたベトナムローカルネットワークだ。ローカル
企業のトップや政府関係者との良好で継続的な関
係を保っている。
　ベトナムの建設業は2年前から停滞気味だが、
来春から上向くと見ている。ベトナムでは日本の
ブランドが求められており、日本の設計コンサル
の優位性がある。5年後にはコンサル事業の売り
上げ2億5,000万円、レンタル事業の売り上げ3
億5,000万円を見
込んでいる。
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CBSベトナムが関わった建設現場

株式会社ヤマシタワークス
高精度形状計測装置AMSの開発・販売

＜販路開拓＞

代表取締役：山下健治
事 業 内 容：金型部品（ピン、パンチ）、打錠金型（杵・臼）、鏡面仕上げ装置などの製造
所　在　地：尼崎市西長洲町2-6-18
Ｔ　Ｅ　Ｌ：06-4868-8477
Ｕ　Ｒ　Ｌ：http://www.yamashitaworks.co.jp/

　当社はピン、パンチをはじめとする金型部品を
製造し、主に自動車メーカー向けに納入してい
る。ピン、パンチは多品種少量生産で寸法精度が
要求される。その際の計測作業は専用の計測機器
を使って人手で計測しているため、非常に手間が
かかる。作業労力を軽減したいということで開発
がスタートした。
　高精度形状計測装置AMSは、計測装置本体と
これを動かすノートパソコンがセットになってい
る。金型の径を測定する機構に非接触のLEDを
採用し、全長の計測にはリニアエンコーダーを
使っている。真円のほかに楕円、六角形などの異
形状計測に対応するために金型を置く台に回転機
構を付けている。データはノートパソコンに表示
され、どのパソコンでも使えるようにエクセルの
データを落とし込むことができる。

　既存の非接触型の計測システムは量産品に対応
したシステムはあるが、プログラム作成、セット
に時間を要する。これに対しAMSは、棒状の金
型を置いてクリックするだけなので操作性が容
易だ。幅45センチ、奥行き35センチほどの卓
上サイズで，重量も38キロとコンパクト。販売
価格は200万円を予定。カスタマイズによって
150万円でも販売できる。他社製品は450万円
ほどする。
　自動車産業分野向けに、自動車メーカー、部
品サプライヤー、金型
メーカー、表面処理メー
カー、製薬産業向けに、
製薬メーカー、杵臼メー
カーなどへの販売を考
えている。

会社
概要

AMS


